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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子産物は、フコースをN-アセチルラクトサミン多糖類に転移させ、フコシル化糖鎖構造を生成します。この遺伝子は、シアリル化されていない抗原であるルイスX（CD15）の合成を触媒します。[RefSeq提供、2009年1月],注意：Met-1とMet-126のどちらが開始因子であるかは不明です。,機能：ルイスX/SSEA-1抗原およびVIM-2抗原の発現に関与するα-1,3グリコシド結合を触媒する可能性があります。,オンライン情報：フコシルトランスフェラーゼ4,オンライン情報：GlycoGeneデータベース,経路：タンパク質修飾；タンパク質グリコシル化,類似性：グリコシルトランスフェラーゼ10ファミリーに属する。,細胞内局在：ゴルジ体トランスシステルナ内の膜結合型。,
	研究分野
	スフィンゴ糖脂質の生合成;
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	パラフィン包埋ヒト乳癌組織における FucT-IV 抗体の免疫組織化学分析。

